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【感想】 

現代社会において、観光は重要な役割を担っている。それは、伝統文化ともつながりが深く

あると考える。以前は、伝統文化鑑賞や美術館などで関わりがあった。このように、文化は

観光と結びつきがあると考える。 

だが、一方で、このように観光に文化を活かすことをよくないと思う現地の人々もいること

を理解しなければならない。私も、現在、京都で伝統文化の再興と、観光に関わるような活

動を行っている。その中で、職人さんの思い、京都に住む人々の思いもしっかり汲み取る必

要があり、それらを理解しなければならないということを活動を通して感じた。 

やはり、職人さんのあいだでもその伝統産業にかける思いであったり、価値観の違いであっ

たりというものは違う。それを、観光客にそのような思いというものを貶されているという

ように感じるような人々も少ないないと感じる。 

しかし、文化というものを残していくためには、文化の商品化というものは、重要な点にな

ると考える。その中で何を文化と呼ぶのかもしっかり考えていかなければならないと感じ

た。また、文化を取り扱う上での、その文化の背景知識などをおろそかにしている部分も

多々あると思う。 

また、今はネットワークが普及し、様々な情報などが入手できるようにもなっている。この

ような現状の中で、いかにして文化と観光をつなげていくのかを考えていかなければなら

ないし、そのような活動を行っている身として理解しておかなければならない点があると

感じた。 


